
 

 

平成１８年６月２３日 

第十管区海上保安本部 

 

「全国海難防止強調運動」の実施について 

毎年、３０００隻近くの船舶が海難に遭遇し、昨年は１２０人以

上の大切な命が失われています。 
海難ゼロへの願いを実現するため、全国各地で官民一体となって、

海事関係者だけでなく広く市民一般に対し、海難防止思想を広める

運動を実施します。 

 

１ 実施期間 

    ７月１６日（日）から７月３１日（月）までの１６日間 

 

２ 統一テーマ 

｢海難ゼロへの願い｣ 

 

３ 重点事項 

「見張りの励行」 
  海難原因の約８割は、見張り不十分、操船不適切といった人為的要因が占

め、衝突・乗揚げ海難に限れば、見張り不十分が最も多い原因を占めている

ことから適切な見張りの励行による安全運航の確保について重点的に指導

します。 
 

４ 実施内容 
（１） 訪船、現場指導による安全運航に関する指導 
（２） 海難防止講習会を通じての安全教育 
（３） 巡視船艇による体験航海、海上パレード等 
（４） 官民合同訓練 
（５） ポスターの掲示及びパンフレットの配布 

 

 

問い合わせ先 

交通部企画課 

企画課長 水澤 正彦 

TEL099-250-9800(内線 2610) 



船舶海難隻数の推移 （単位：隻）

8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 合計 平均

漁船 62 63 56 83 88 63 84 67 93 60 719 71.9

プレジャー等 40 33 39 45 47 49 64 49 62 53 481 48.1

貨物船 24 23 15 14 19 4 17 12 10 17 155 15.5

タンカー 1 6 2 3 5 7 4 4 4 1 37 3.7

旅客船 5 2 5 6 6 6 2 3 6 1 42 4.2

その他 20 21 5 18 22 10 9 17 11 12 145 14.5

海難総計 152 148 122 169 187 139 180 152 186 144 1,579 157.9

船舶海難による死亡・行方不明者数の推移 （単位：人）

8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 合計 平均

漁船 7 5 7 4 29 10 8 16 3 9 98 9.8

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰ等 2 3 1 2 3 1 6 3 4 25 2.5

貨物船 6 3 4 7 20 2.0

旅客船 5 5 0.5

その他 1 1 1 3 0.3

合計 10 14 11 6 32 10 14 29 11 14 151 15.1

十管区における船舶海難の状況

船舶海難・船種別発生状況
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部　署 電話番号

鹿児島海上保安部 099-222-6680

熊本海上保安部 0964-52-3103

油津海上保安部 0987-22-3021

串木野海上保安部 0996-32-2205

名瀬海上保安部 0997-52-5811

山川海上保安署 0993-34-2999

喜入海上保安署 0993-45-0125

牛深海上保安署 0969-73-3194

細島海上保安署 0982-52-8695

古仁屋海上保安署 09977-2-2999

各部署における実施行事等７月予定一覧　　　　　　       ６月22日1000現在

※　本期間中等におけるこれら実施行事等についての詳細及び取材申込等は
　　各海上保安部署にお問い合わせください。

合同訓練及び講習会等予定

・１５日　霧島市救難所と鹿児島基地・当部との合同海難救助訓練
・中旬以降、鹿児島市内及び種子島屋久島地区で海難防止講習会

・１７日　熊本港フェスタに伴う体験航海
・１９日　熊本県海難防止対策推進連絡会
・２３日　みすみ港まつりに伴う体験航海等

・１７日　宮崎港みなと祭りに伴う体験航海
・２２日　油津港まつりに伴う体験航海

・３０日　平成１８年度沿岸海難救助訓練（いちき串木野救難所）

・１８日　戸円小、中学校安全教室

・２３日　細島港での体験航海
・２４日　日向市漁協海難防止講習会

・１８日　阿室小中学校水難防止講習会

・３０日　喜入港みなと祭りに伴う体験航海

・１５日　牛深海洋少年団への体験航海
・１５日　海洋少年団への海上安全教室
・１６日　牛深海の日フェステｲバルに伴う体験航海

・２０日　おおすみ岬漁協総会に伴う海難防止講習会
・２４日　薩摩大隅南部地区海難防止講講習会
・２７日　知覧教育委員会海難防止講習会
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も
し
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救
助
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
浮
い
て
い
る
こ

と
（
浮
力
の
確
保
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が
大
切
で
す
。
現
在
、

様
々
な
タ
イ
プ
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
水
パ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

落
水
し
た
場
合
で
も
通
話
が
可
能
で
す
。

早
期
通
報
が
迅
速
な
救
助
活
動
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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切
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を
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守
る
　
３
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を
し
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か
り

守
り
ま
し
ょ
う
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（
う
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ま
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う
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み
ん
か
ら
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お
願
い
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数
値
は
、
漁
船
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
か
ら
の
海
中
転
落
者
の
生
存
率
で
過
去
５
年
間
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平
均
で
す
。
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上
保
安
庁
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ケ
ッ
ト
の
着
用
効
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い
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に
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で
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す
。
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●
情
報
提
供
の
内
容
（
例
）

海
難
の
防
止
に
は
、
海
の
安
全
情
報
の
入
手
も
必
要
で
す
。

海
上
保
安
庁
で
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
漁
船
な
ど
の
船
舶
運
航
者
や
磯
釣
り
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
愛
好
者
の
方
々
な
ど
に
対
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
気
象
や
工
事
情
報
、
漁
網
情
報
、
潮
汐
な
ど
の
海
の
安
全
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

M
IC

S（
沿
岸
域
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

●
周
囲
の
状
況

視
界
の
状
態
、
船
舶
交
通
の
ふ
く
そ
う
度
、
気
象
・
海
象
の
状
態
、
航
路
標
識
や
陸
上
物
標
の
状
態
、
浮
遊

物
等
の
障
害
物
の
有
無
、
漁
労
船
や
停
泊
船
な
ど
の
状
況
等
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
し
、
操
船
時
の
デ
ー

タ
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
他
船
と
の
衝
突
の
お
そ
れ

他
船
と
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
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●
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覚

居
眠
り
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
四
方
八
方
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
整
備
さ
れ
た
双
眼
鏡
を
用
い
る
こ
と
や
、
夜
間
は
、
操
船
の
交
代
前
に
暗
闇
に
目
を
慣
ら
す
こ
と

な
ど
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
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覚
　

視
界
が
悪
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と
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は
窓
を
開
け
て
、
他
船
や
航
路
標
識
の
音
響
信
号
に
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
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の
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に
適
し
た
他
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す
べ
て
の
手
段

霧
中
に
お
け
る
見
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け
る
見
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等
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注
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お
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よ
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が
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ま
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ょ
う
。
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！

安
全
に
海
で
船
を
は
し
ら
せ
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
と
き
は
、 

「
見
張
り
」
が
基
本
で
す
。
常
に
適
切
な
見
張
り
を
行
っ
て
、

安
全
運
航
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

船
を
動
か
す
に
は
、
海
の
交
通
ル
ー
ル
（
海
上
衝
突
予

防
法
）
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
、
見
張
り
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
規
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さ
れ
て
い
ま
す
。

船
舶
は
、
周
囲
の
状
況
及
び
他
の
船
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と
の
衝
突
の
お

そ
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に
つ
い
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十
分
に
判
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す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
視
覚
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聴
覚
及
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そ
の
時
の
状
況
に
適
し
た
他

の
す
べ
て
の
手
段
に
よ
り
、
常
時
適
切
な
見
張
り
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

重
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事
項

衝
突
に
よ
る
海
難
原
因
は
、
見
張
り
不
十
分
が
最
も
多
い
！

衝
突
海
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の
原
因
（
平
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年
）

●
海
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原
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は
、
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十
分
や
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船
不
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と
い
っ
た
人
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的
要
因
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よ
る
も
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が
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８
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占
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。
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、
乗
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げ
に
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る
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は
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そ
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船
舶
運
航
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の
基
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中
の
基
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で
あ
る
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を
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た
こ
と
に
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。
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。
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中
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基
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「
見
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ととととととととととととととと
ははははははははははははははははははははは
？？？？？？？？？？？

毎
年
、
3,
00
0
隻
近
く
の
船
舶
が
海
難
に
遭
遇
し
、
昨
年
は
１２
０
人
以
上
の
大
切
な
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
と
は
、
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
各
地
で
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

海
事
関
係
者
だ
け
で
な
く
広
く
国
民
に
対
し
、
海
難
防
止
思
想
を
広
め
る
運
動
で
す
。

海
上
保
安
庁
で
は
海
難
防
止
講
習
会
、
体
験
航
海
、

ボ
ー
ト
天
国
等
の
行
事
を
実
施
す
る
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
、
海
難
防
止
思
想
の

普
及
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

海
上
保
安
庁
は
、
7月

16
か
日日
か
ら
７
月

31
日
ま
で
、
全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

海
の
安
全
教
室

展
示
訓
練

体
験
航
海

ボ
ー
ト
天
国

ボ
ー
ト
天
国

一
日
海
上
保
安
官
に
よ
る
訪
船
指
導

一
日
海
上
保
安
官
に
よ
る
訪
船
指
導

一
日
海
上
保
安
官
に
よ
る
訪
船
指
導

海
の
安
全
教
室

展
示
訓
練

体
験
航
海




